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「蝦夷だ/.」 • 

叫び声が森に こだまし だ。 

黒いひげ、濃いまゆ、そして長い 
髪。一様に目を光らせた男たちは、 
まるでまぼろしの如く原生林の中か 
ら姿をあ、けわすと、一斉に手にした 
弓に矢をつがえた。 

「蝦夷だ/」 

万事休すか。 一 瞬弓月は唇をかんだ。 

この道を北へにげれば、いつかは 
蝦夷に出会ぅことはわか.つていた。 
しかし、その時は出雲族の苦難をぅ 
つたえつつ、蝦夷をも含んで共に、 
騎馬民族の大和朝廷と闘うべく、.ぃ 
わば連合戦線を組むつもりだったのだ。 

それがいま、ここで.こんな時に暇 


夷の先鋒隊と出会おうとは思わなか 
.った', 

すでに、後方からはどどっと迫る 
能登軍団の馬蹄が不気味にひびいて 
くるの だ。 

玉櫛の腕に抱かれた赤ん坊が、け 
たたましく泣きはじめた' C 

その時、不思謙なことが起こ〇た。 
蝦夷軍の先頭に：立っていた背の高い 
男が、一きわ高い声で何ごとかさけ 
んだかと思うと、蝦夷の一団は、ざざ 
あ一っと灌木のしげみをゆるがして、 
出雲 族の わきを 走りぬ けよう どした 
のである。 

出雲族.の女、子どもの中から悲鳴 
が起こった。側面からの一斉攻撃と 
思えたからだ0 

が、蝦夷の目的は別にあった。 


彼らは、出雲族には目もくれず、ざ 
ざ•卜 あっと 一散にその わきをはしり 
ぬけていくではないか。 

あきらかに、彼らは能登軍団をね 
らつているものとぅけとれた。 

「伏せろ」 

弓月はさけんだ。 

出雲族の一団は、岩の上に、木の 
かげにすばやく身をふせた。 

一瞬、ピッ、ピッ、ピッ、蝦夷の小さ 
な弓から、矢が原生林のすき間を縫 
ってとんだ。 

’「わぁ—？」 

「ぎあ 一っ」 

叫びは、出雲族の後方からわきお 
こった。 

能登軍団の先頭のものが、.矢にぅ 
たれたのである。 
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たちまち、能登軍団は混乱した。から、矢の如き勢いで、 rl 布.の L へと 
わけても. M 上のたたかいにはなれて びおリた。 

はいたが、原始林の斜面では、彼らは 「弓月か/こ 

いやおうなしに馬を捨てなければな x ッと.とびのきざま、 r . I 布の■剣は 
らなかった。そして生いしげるつた 弓月へむかった。 

や灌木 —— 。 -こい、 A 布」 

しかし、 •もともと そこに住みなれ、 弓月も剣をぬいた。 

そこを生活の場としている蝦夷一族 蝦夷の男ははっとして弓月をみた。 
にと. って、ここは特別のところでも そして弓月の行動が、自分を救うため 
何でもなかった。原始林の太 i 木々 であった ことを 一瞬にさとったよう 
の間を、まるで猿のようにすばしっ であった。 

二く、あの大き•な男たちが、チラチラ 、ガシ ■'// 

とかけまわ7、つたを使ってとび、前 白布がとびこんだ。そ •( T ') 剣を弓月 
後 左右から 能 登軍団に矢を 射 かけた。 は自らの剣でうけると、次め瞬間、 
能 登軍団は、しかし、白布の叱陀の満身の力では 七 かえす。さ〇と白布 
中で、刀をぬいて走った。な K ね山道を が向こうへとび、くる-0と一回転し 
ころびながら、 能 登軍団は走る。あきらてこちらを向きなおる。 

ぃこ皮ら は、一人で一人を^すとい このころ、剣は斬るよりも、むしろ 
う®去をとっているにちがいなかった。突くことを目的として使用されてい 
その時、弓月.は見た。白布が、剣をた。 ' 

ぬいて草の間をするすると進んでく S 布の剣は、水平に切っ先を弓月 
るのを C 白布の目的は、瑕夷の指揮にむけて.いる。.キラリ、とその細い 
をとっていると思われるあの背の高先が光' た 

い男にあることは、うたがいなかった。と、とつぜん、蝦夷の男が奇妙な 
「危ゝ/」 叫び声をあげた。その声仁こたえる 
つぎの瞬間、弓月はよこつとびにかのように、森のあちこちで、同じ 
.とぶと、一気に木の上へのぼり、そこ.ような声力あがった 


m 
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そして弓月はみた。 

白い霧が、みるみる原始林の木の 
間をはう如く、しかし勢いは怒濤の 
如く自分の まわりに おしよせてく 
るのを 。一 

白布も、はっとしたようであった。 

「弓月、貴様/.」 

白布はさけんだ。が、その白布の 
姿も、いまは，白い霧の'中にぼんや 
りとしか見えなくなり、そして、 そ ， rl 
はすぐにかきけすごとくきえてしま 

った？ 

そのあとは、ただ、霧、霧、霧0 

音もなく、白い霧は、いよいよそ 
の濃さをましながら、はてしない原 
始林を、いまやまったくつつみこんで 
しまったかに見えた。その中で、弓月 
はぼう然と立っていた。 

これは果たして如何なる理由による 
ものか。 

単に、自然のなせるわざと考える 
にしては、あまりにこちらに都合よす 
ぎるのではないか。そう思いつ，つ弓 
圬は、きつきあの蝦夷の男が叫んだ不 
思議な声を思いおこした'. 0 

あの声と同時に、林のあちこちで 
答える声がした。とすぐにこの霧が 


おしょせた のでは なか.ったか。とす 
れば、この霧は、あの蝦夷の 男たち 
力—0 

その弓月は、いまガッシリとした 
手が自分の肩をつかんだのを知る。 
「こちらへ一 

肩をつかんだ手がそぅいった。 

二、三歩ふみだして弓月はきく。 
「しかし、おれの仲間たち は—」 
，「大丈夫。わしの手下たちが、無事 
に案内しているはずだ」 

姿は、濃い霧にかくれてさだかで 
はなかった。しかし、弓月はその声め 
主が、あの锻夷の背の高い男であろ 
うことを何故か確信していた。 


ほだ火がチロチロと燃えた。 

それぼ一力所' 二 力所に とどまら 
ず、原始林のあちこちに十力所も、 
二十力所もたき火がたかれていた。 

遠くからみると、それは、暗い M 始 
林にかがやく星の如く見ぇた。 

出雲族の老若男女は、は！ i めてあ 
たたかい火のまわりで、くつろいで 
いた。 

蝦夷の男たちは' けものの肉を m 


してくれた。蝦夷の女と出雲族の女 
は、共にその肉をたき火であぶった。 

玉櫛も、木の技に肉片を さしな が 
ら、一本一本あぶっていった。蝦夷 
の女がそばでほおえんだ。玉 櫛 もほ 
おえみを.かえした。 その 蝦夷の女の 
口のまわりは、青いいれずみで くま 
どられていた。 I 見、 こわそぅ に見 
えるこの女と、出雲族の玉櫛とは、. 
しかし 料理を するときは 同じ女であへ 
.った0 そのこと が、二人の間に ほお 
えみを交わさせたので ある。 

「おれが、お前たちを助ける気にな 
ったのは」と暇夷の背の高ぃ男がぃっ 
た。男はワッカだと名のった。ワッカは 
つづける。「わしがお前たちを助けょ 
ぅと 思ったのは、あれ、を見た からょ一 
ワッカは一方を指さす。 

そこのたき火には、長老たちがあ 
つまって獣の肉をほおばっていた。 
そして、そのかたわらには、いまは 
たった J つだけとなった HI が、たき 
火のあかりに光っているのであった。 

-あれを？銅譯のこと か？」 
ワッカはうなずいた。 

「そうだ- 

-どうして、 あれをみて？ 


ホームラン • n ミックス 
新書判•各 二 110円 
水木しげる•読 切長篇 
つ ぼ (壺) 
夜の草% 
諏訪栄 •代表短篇集 
陰に樓む者 
つげ義赛•代表短篇集 
嘩の武士 

〒五冊迄七〇円 
現金で御送金下さい 

申込先 

東京都千代田区 神 保町 1 、の 55 
株式会社 II 林堂 
ホ—ムラン 係 


ダィヤモンド •コミックス 

白±三平傑作選集 

剣風記 
赤 目 

真田剣流！ 2 • 3 
忍者旋風！ 2 

各卷送料共11四0円 

申込先1東京都千代田区神田 
神保町一の五五育林« 
タィヤモンド系 
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「昔、あれと同じものが i ' わしの部 
落にもあった ことを おぼえて いる」 
「ぇっ、 銅鐸が蝦夷の部落に？」 
「そうだ」 

「そして、それは、今 どう なった か」 
「今はない。わしの子どもの頃だ' 
誰もあれは何なのか、何に使うもの 
かわからなかった。そしていつの B 
にか、なくなつてしまつた。おそらく、 
じゃまになるので、捨てたか、铸つぶ 
して別のものにしてしまったのでは 
ないかな」 

「鋒つぶした/」 

.弓月はおどろい，た。今まで、1,い 


北国の異民族だとばかり思っていた 
暇夷の部落に、どぅして銅鐸があっ 
たのか。 

銅鐸こ，そ、出®族がその神をまつ 
る^器であり•、実にこれあらばこそ 
出雲族が騎馬 H 族に出雲の地を追わ 
れることになつたものではないか。 

神長祭政にもとづくゆたかな国づ 
くりにはげんでいた出雲族は、シャー 
マンを中心とした呪術信仰を持つ騎 
馬民族に、そ.のくにを追われたのは、 
いうまでもなく征服王朝としての大 
、和朝廷が、そのシャーマニズムを人 
民支配の支柱にすえたからにほかな 


らないノ 

シャ I . マンを中、レとする呪®信卬 
にとって、いわば神長祭政を守りづづ 
ける民族は敵であった。その出雲族 
の祭の象徴がこの銅鐸なのであるが、 
いま、同じ銅鐸が暇夷の都落にもあっ 
たという。それは果たして何を意味 
するのか 

ふかいつながりというか、ふしぎ 
な i ' にしと いうべきか、 I つの銅鐸 
をめぐる出雲族と蝦夷との : r1f 怪なむ 
すガつ.きに、弓月が歴史の®さをし 
みじみと感 t ている頃、食#をおわ 
つた長老たちのたき火のまわりには、 


ぞくぞくと出雲族の人たちが逢まっ 
て来ていた。 

そこには、立ちがれた櫸の太木が、 
ほとんど枝もなく、巨大な白.い柱の 
如くなって、' 夜空を天へ.むかっての 
びていた。. 

長老は、銅鐸をしずかにその木の 
根 もとに そなえた >o 

出雲族の人たちは、そっとひざま 
ずいた。やがてその P からは、あの 
ぅたがもれはじめていた。 

. .八忠たつ 

出：®' i 、， B 雲1 • 
海にたつ 127 












七重地の雲 

八重天塞， 


そしてオオオンオオオン オオ 
ォン、銅鐸が北国の夜空にこだまし 
てひびいた。 

ものおもいにふける弓月は、その 
音に、はっとわれにかえった。 

銅鐸ょ、お前は、おれを、いったい、 
どこへみちびいていこうとするのか。 

\)/ 
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「出雲風土記」にはこうのべている。 
出雲の神門郡の古志郷には、古くか 
ら.「古志」の人たちが住んでいた、 

と1。謎はここにもある。なぜ出 
雲に「古志」という名の地名がある 
のか。「古志」とはいうまでもなく「越」 
である。「越の国」とは、いまもの 
こる「越前」「越 中」 「越後」だ。そして 
いまひとつ奇妙なことばがある。'そ 
れは「越蝦夷」ということばだ。とす 
れば、'古典の伝承にあらわれる「コ 
シビ ト」 と 「アイヌ」 とは何か関係 
があったのだろうか。 

更に一つこの謎を重ねよう。 
それは出雲の神として有名な大国主 


命の、無二の協力者といわれた少彦 
名命(スクナヒコナノミコト)のこと 
である。少彦名命はむかし、‘ E 語の 
教科書にもあらわれたりして、小人 
の神として、また知患の神として 
我々にはなじみの深い神であるが、 
この出雲建国に働いた少彦名命 (7 X . 別 


名が「クシの神」と呼，ばれたといぅ 
寧実である。 

「クシの神」すなわち「コシの神」で 
あって M 人」をあらわすことばで 
ある。 

とすれば、古来、出雲と越とは何 
らかの関係かあった_ .その 一つの 


証拠として「古事記」には次の-ような 
記事がある。 

出雲の神大己貴命が、遠く「高.志.」 

の国に美，(クワ ) く女(メ)が有ると聞 
き、賢(サカ)し女( X )があるときき、 

凄求(ツママ) r に出立し、ついに高 
志の沼河比売(ヌナガワヒメ)をめと 
てて妃とし給うた— I 。 

余談になる が、 この大己貴命と沼 
河比売のロマン，スは'松本淸張氏の 
短篇万葉翁^^の中の、謎をとく 
有力な々ギとして使甩されているミ 

この記事をみて'も、出雲と越 H の 一 ■ 
のつながりはあきらかである。しか 28 
も「丹，後風土記」には、丹後の天の橋 I 
立は、もと「久志浜」と呼ばれた とも 
いう。コシという名はかくて、出®か 
ら越前、越中をとおり、越後へ、さら 
に出羽'*津軽へとのびるのである。 ■ 
果たして「越蝦夷」とは何ものか。 

\~/ 

四 ， 
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オオオン、オオオン、銅鐸の音は、 
原始林の空気をふるわせてひびいた。 
ワッ々を中心とする蝦夷の男女たち 
も、いつかこの音にひきよせられた.‘ 
ように、じつと立ちすくんでいた。 





新人作家募集!！ 

「ガロ」編集部では、優秀な新人作家を募 
集しています。どしどしご応募下さい0 

—(作品投稿雕)一 

① 題村. テーマ • モチーフ • 枚数自由0 

② 作品の独創性を第一とする。 

③ なるべく B3 判の紙に、必ずタテ 27.3cm 
ヨコ 18.2cm に畲くこと。コマ取り自由。 

④ 墨汁または製図用黒インキを使用し、 
ウス墨やウス色はつけない。 

⑤ セリフなどの文字は、エンピツで一字 
一字正しく読みやすく書くこと。 

⑥ 締切日は設けず、到着次第カロ」編 
集部において審査する。 

⑦ 人選作品は「•ガロ」誌上に掲載し、原 
稿料を支払う。入選作品の版権は、青 
林堂に帰属する。 

⑧ 応募原稿は一切返却しない。 

⑨ 送り先は、 東京都神田神保町 1 の 55 
株式会社青林堂 「ガロ」編集部 




ォーフィヤォーフィヤ しかし、これは、大和朝廷にとって 

. . ……•く . . は由々しき大事であることもまた、 

太く低いが澄んだ声だった。ヮ w _ 白布は知っていた。騎馬民族に反対 
力の声は銅鐸の妙なる音色と異なっ 
てひびいた。 

\)/ 

五. 

./ 1 \ 

みじめであった。 fl 布を先頭に、 

約半分にへった能登軍団はとぼとぼ 
と怒濤うちょせる日本海の波うちぎ 
わを歩いていた。. 

ゆめのょうであった。白布は、は， 

じめて負けたことを、いましみじみ 
とかみしめてみる。 

くそっ/.弓月のやつ/蝦夷の 
野蛮人め/心の中で、ぃぅたい何 
窒、そうつぶやいたことだろうか，' 


-ワッカ」弓月が呼んだ。 

「ぅむ」 

「お前のワッカとはめずらしい名前 
だな。出雲にも、大和に.も見あたらぬ、 
めずらしい名前 だ」 

「ハハハハ」ワッカは笑つた。 

「そうだろう。わしのワッカという 
名前はわしらどぐとくのことば だ」 
「どういう意味なんだ」 

「湖だ。ワッカとはわしらのことば 
で湖という意味だ」 

「湖？このあたりに、美しい湖で 
もあると いうの か」 

「ワハハハハ」またワッカは笑つた。 
.「ここら辺にはない。しかし、ずつと 
北の海を越えた、わしらのふるさと 
には湖がある」 

「お前たちの ふるさと？」 

「そうだ、ォキクルミの神のつくつ 
た わしら のふ厶 さと だ、そこには、 
大きな、美しい神の住む湖がいつぱ 
い ある」 ‘ 
そして、ワッカは、しみじみとした 
声でうたつた。 

イ^— へーヘイ 
イ^— ホーホ| 

アラフイヤフイヤ 


する出雲が#'東北の蝦夷と組んだら、 
いったいどぅなるか。 

一刻も早くこの事態を中大兄皇子 
につげなければ一-やっと白布の胸 
に使命感がわき上がった。ぃくぞ。 
かけにかけて、一散に大和の地まで 
ぃくのだ。 

ピシリ/ 馬にムチがあたった。 

サっと能登軍団のボロボロな姿は 
はしりはじめた。南ペー直線/そ 
して白山王道をとおり、大和へ直行 
するのだ/ 

-(つづく) 
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ちば•てつやプロダクション 

►アシスタント募集 ◄ 


健康明朗な若人/ 


□募集人員 三 名 

□第一次試験作品選考 
□第二次試験面 接 

<応募要項> 

，3ベ--ジ以上の自作未発表のストーリ ー 
漫画を送付のこと（テーマは ft 由） 
，写真と履歴_を添えて郵送のこと 
►昭和42年8月15日締切（当日消印有効） 
，なお、原稿の返却は致しません 


ちば•てつやプロダクシ:5ン東京都練馬区富士見台 3 — 43 - 2 〇 



の一の術を使う赤目の観世音とは??: 

ケシの花はなぜ美しゆうござる 

魔物が 化粧して美しゆうなってござる . 

ケシの花はなぜ赤うござる 

人の血を吸うて 兔うなつて ござる .. 


「傀儡が乂し」ょり) 

•収載作品 

ざしきわらし赤い竹陽忍く ぐつ 

傀？一4がえし無名無三 m L 鬼(三話) 

B 5判 •.!: 製本•三〇七頁 

送料特別サ— ビス‘定価 三00円 

■東京都?代田 K 神田神保町1の55主月林堂 












